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市
区
町
村
が
管
理
す
る
住
民
票
に

は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
氏
名
、
住

所
、
生
年
月
日
、
性
別
な
ど
の
情
報

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
は
、
そ
の
市
区
町

村
に
住
む
住
民
全
員
の
住
民
票
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
市
区
町
村
で
は

こ
の
台
帳
を
も
と
に
、
住
民
票
の
写

し
の
交
付
や
選
挙
人
名
簿
の
登
録
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
は
こ
れ
ま
で
市
区

町
村
単
位
で
管
理
し
て
い
ま
し
た
が
、

八
月
か
ら
全
国
の
市
区
町
村
の
台
帳

が
専
用
回
線
で
つ
な
が
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
区
域
を
越
え
、
全
国
ど

こ
の
行
政
窓
口
で
も
本
人
の
確
認
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
本
人
を
特
定
す
る
た
め
、

八
月
か
ら
新
た
に
、
住
民
一
人
ひ
と

り
に
、
全
国
で
重
複
し
な
い
住
民
票

コ
ー
ド(

十
一
ケ
タ
の
番
号)

が
割
り

当
て
ら
れ
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
提
供
さ

れ
る
情
報
は
、
住
民
票
に
記
さ
れ
て

い
る
情
報
の
う
ち
、
㈰
氏
名
㈪
住
所

㈫
生
年
月
日
㈬
性
別
㈭
住
民
票
コ
ー

ド
㈮
転
入
や
転
居
な
ど
の
種
別
と
そ

の
年
月
日
―
の
六
項
目
。
左
ペ
ー
ジ

上
の
図
の
よ
う
に
、
全
国
の
自
治
体

か
ら
の
情
報
が
指
定
情
報
処
理
機
関

に
登
録
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
年
八
月
か
ら
一
部

の
手
続
き
に
住
民
票
の
写
し
の
添
付

が
不
要
に
な
り
ま
す(

左
ペ
ー
ジ
参
照)

。

ま
た
現
在
、
住
民
票
の
写
し
は
、

住
ん
で
い
る
市
区
町
村
の
窓
口
で
し

か
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
平
成
十
五

年
八
月
か
ら
は
、
全
国
ど
こ
の
市
区

町
村
で
も
住
民
票
の
写
し
が
交
付
さ

れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

秋
田
市
で
は
さ
ら
に
、
交
付
待
ち

時
間
の
短
縮
や
窓
口
の
混
雑
緩
和
を

は
か
る
た
め
、
住
民
票
の
写
し
や
印

鑑
証
明
書
な
ど
を
自
動
交
付
機
に
よ

っ
て
発
行
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
中

で
、
平
成
十
五
年
八
月
の
稼
働
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

市民みんなに住民票コード
８月から
住民基本台帳ネットワークシステムが稼働

８月から住民基本台帳ネットワークシステム
の運用が始まります。全国の市区町村がネット
ワークで結ばれ、来年８月からは全国どこでも
住民票の交付が受けられるようになるなど、行
政手続きが便利になります。

市民課住民記録担当q(866)2018問い合わせ

全
国
の
台
帳
が

専
用
回
線
で
つ
な
が
る

住
民
票
な
ど
の

自
動
発
行
シ
ス
テ
ム
も

サービスUP！

02

市民課窓口�市民課窓口�

手続き
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便利に

なりま
す！



秋
田
市
で
は
、
八
月
中
旬
に
、
市

民
の
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
票

コ
ー
ド(

十
一
ケ
タ
の
番
号)

を
、
は

が
き
ま
た
は
封
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。住

民
票
コ
ー
ド
は
住
所
が
変
わ
っ

て
も
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
コ
ー
ド
番
号
の
変
更
を

希
望
す
る
場
合
は
い
つ
で
も
変
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

は
が
き
を
紛
失
し
、
十
一
ケ
タ
の

コ
ー
ド
を
控
え
て
な
か
っ
た
場
合
で

も
、
住
民
票
に
住
民
票
コ
ー
ド
が
記

さ
れ
て
い
る
の
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

住民基本台帳には、みなさんの
大事な情報が記載されています。
住民基本台帳ネットワークシステ
ムは、行政手続きを便利にすると
ともに、個人の情報をしっかり保
護するために、制度面、技術面、
運用面から万全の対策を進めてい
きます。

個人情報は

しっかり保護

１
●全国からの情報を処理する指定情
報処理機関で記録する情報を、本
人確認情報(氏名・住所・生年月
日・性別・住民票コード・転入や転
居の種別と年月日)に限定します
●情報を提供する国の行政機関や、
利用目的を法律で明らかにします
●民間が住民票コードを利用するこ
とを法令で禁止します
●システムを扱う人に対し、罰則付
きの秘密保持の規定を課します

２ 技術面からの対策
●住民基本台帳ネットワークシス
テムを構築するときや通信され
るすべてのデータを、第三者に
内容を知られることのないよう、
安全性の高い専用回線を使い暗
号化することで、他のネットワ
ークからの不正侵入や情報が漏
れることを防ぎます

●データの目的外利用を防ぐため、
ＩＣカード、パスワードなどに
よりシステム操作者を厳重に確
認。さらに、システム操作者ご
とにデータへの接続を制限した
り、業務に不審な点がないかを
常にチェックします

３ 運用面からの対策
●関係職員に秘密保持の義務を課
します。また、安全を確保する
ために、管理規定の制定をめざ
します
●情報がほかへ漏れないようにす
るために、関係職員の研修を徹
底します

住民基本台帳ネットワークシステムの流れ
(平成14年８月稼働)

各
種
行
政
手
続
き
に
、

住
民
票
の
写
し
の
添
付
が

不
要
に
な
り
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ん
に

住
民
票
コ
ー
ド
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

秋田市

Ｃ村Ｃ県

指定情報
処理機関

国の行政機関等

秋田県

Ｂ県 Ｂ町

本
人
確
認
情
報
の
登
録

本
人
確
認
情
報
の
登
録

情報の提供

＊国の行政機関などへの情報提供
は、法律上の根拠が必要で、目
的外利用が禁止されています

住
民
票
の
写
し
の
添
付
が
不

要
と
な
る
主
な
手
続
き

●
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
の
給
付

●
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

●
建
築
士
の
免
許
…
な
ど

全
国
ど
こ
の

市
区
町
村
で
も

住
民
票
の
写
し
の

交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

「
住
民
票
の
広
域
交
付
」
や
、

本
人
確
認
情
報
を
記
録
し
身
分

証
明
書
に
も
な
る
「
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
」
な
ど
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
秋
田
市
で
は
住
民
票
や

印
鑑
証
明
書
な
ど
の
自
動
発
行
シ

ス
テ
ム
の
稼
働
を
め
ざ
し
ま
す
。

平成14年８月から順次実施

平成15年８月から実施予定

制度面からの対策
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市
勢
発
展
の
功
労
者
を
表
彰
し
ま
す

７
月
12
日
「
市
の
記
念
日
式
典
」

７月12日(金)の市の記念日に、下記
の施設を無料開放します。

・千秋美術館　・赤れんが郷土館
・佐竹史料館　・民俗芸能伝承館　
・旧黒澤家住宅・久保田城御隅櫓　
・市営プール　・大森山動物園

市の施設を無料開放

七
月
十
二
日
は
「
市
の
記
念
日
」。
明
治
二

十
二
年
の
七
月
十
二
日
に
秋
田
市
役
所
が
正

式
に
開
庁
し
た
こ
と
を
う
け
、
昭
和
三
年
に

制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

市
で
は
市
の
記
念
日
に
ち
な
み
、
中
核
市

と
し
て
発
展
す
る
秋
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
さ
れ
た
か
た
や
産
業
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
た
か
た
な
ど
、
市
勢
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
七
十
五
人
、
九
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

表
彰
式
は
、
七
月
十
二
日
(金)
午
後
二
時
か

ら
文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。

市
勢
発
展
の
功
労
者
を
表
彰
し
ま
す

税
財
政

(

納
税
貯
蓄
組
合
組
合
長)

●
船
山
三
治
郎(

飯
島
道
東
二
丁
目
81
歳)

●
安
田
清
勝(

下
新
城
長
岡
字
外
脇
78
歳)

●
佐
藤
伊
三
郎(

金
足
吉
田
字
羽
中
76
歳)

●
渡
辺
辰
治(

下
浜
羽
川
字
下
山
83
歳)

●
嵯
峨
眞
悦
郎(

下
北
手
桜
字
桜
谷
地
77
歳)

交
通
安
全

(

交
通
指
導
隊
員)

●
鎌
田
勇(

上
北
手
猿
田
字
寺
村
51
歳)

●
佐
々
木
隆
二(

新
屋
沖
田
町
67
歳)

●
佐
々
木
信
悦(

将
軍
野
東
三
丁
目
66
歳)

自
治
振
興

(

町
内
会
長)

●
賀
内
隆
利(

手
形
休
下
町
71
歳)

●
栗
田
忠
夫(

千
秋
明
徳
町
77
歳)

●
相
場
竹
治(

東
通
観
音
前
68
歳)

●
熊
谷
栄
助(

八
橋
本
町
四
丁
目
64
歳)

●
三
平
文
造(

旭
南
一
丁
目
86
歳)

●
向

球(

川
尻
若
葉
町
74
歳)

●
伊
藤
愼
一(

牛
島
東
七
丁
目
69
歳)

●
奈
良
通
也(

旭
川
新
藤
田
東
町
61
歳)

●
菅
原
金
市(

泉
中
央
二
丁
目
73
歳)

●
竹
内
三
雄(

土
崎
港
中
央
四
丁
目
74
歳)

●
猪
岡
文
之
助(

土
崎
港
東
四
丁
目
73
歳)

●
横
山
秀
男(

新
屋
元
町
70
歳)

●
石
黒
新
五
郎(

新
屋
日
吉
町
78
歳)

●
伊
藤
竹
治
郎(

将
軍
野
南
三
丁
目
81
歳)

●
石
井
三
男(

上
新
城
五
十
丁
字
塩
辛
72
歳)

●
澤
谷
達
吉(

仁
井
田
新
田
一
丁
目
73
歳)

●
佐
藤
豊
治(

上
北
手
大
杉
沢
字
藤
根
72
歳)

●
伊
藤
誠
一(

金
足
下
刈
字
館
越
61
歳)

●
播
摩
四
郎(

仁
井
田
福
島
一
丁
目
72
歳)

社
会
福
祉

(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

●
て
て
ぽ
ぽ
の
会

●
宝
扇
桜
雅
教
室

●
秋
田
す
ず
め
の
会

●
土
崎
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
あ
け
ぼ
の
会
秋
田
県
支
部

●
桜
ガ
丘
街
路
樹
愛
護
会

●
滝
ノ
下
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ま
な
す
会

(
民
生
・
児
童
委
員)

●
菊
地
キ
ン
子(

旭
川
新
藤
田
東
町
60
歳)

●
浅
利
和
子(
泉
南
三
丁
目
65
歳)

●
住
吉
洋
子(
飯
島
字
田
尻
堰
越
59
歳)

(

福
祉
施
設
職
員)

●
澤
田
修
明(

御
野
場
新
町
一
丁
目
53
歳)

●
平
川
英
勝(

横
森
三
丁
目
43
歳)

石
川
錬
治
郎

(

保
戸
野
原
の
町
63
歳)

平
成
二
年
五
月
以

来
、
十
一
年
間
に
わ
た

り
、
秋
田
市
長
と
し
て
、

市
勢
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

熊
谷
喜
美

(

仁
井
田
本
町
三
丁
目
61
歳)

平
成
二
年
七
月
以

来
、
十
二
年
間
に
わ
た

り
、
秋
田
市
の
農
業
委

員
会
委
員
と
し
て
、
農

業
振
興
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
表
彰

(

敬
称
略)

赤れんが郷土館

功
労
者
表
彰

さ
ん

さ
ん
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横
山
智
也

(

桜
ガ
丘
一
丁
目
62
歳)

秋
田
市
都
市
景
観
形

成
推
進
委
員
会
の
会
長

な
ど
を
歴
任
。
通
算
十

四
年
以
上
に
わ
た
り
、

本
市
の
都
市
景
観
の
整

備
な
ど
に
関
す
る
基
本

方
針
等
の
策
定
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

●
長
谷
川
薫(

飯
島
字
田
尻
堰
越
49
歳)

●
摂
津
良
二(

旭
川
清
澄
町
50
歳)

●
立
花
テ
ツ
子(

柳
田
字
佐
渡
端
54
歳)

●
小
林
智(

下
北
手
松
崎
字
大
巻
43
歳)

●
佐
藤
明
紀(

手
形
字
才
ノ
浜
42
歳)

●
伊
藤
恭
子(

御
所
野
地
蔵
田
二
丁
目
58
歳)

●
佐
藤
博
子(

柳
田
字
馬
上
田
49
歳)

●
長
谷
川
エ
サ
子(

新
屋
田
尻
沢
中
町
54
歳)

●
佐
々
木
真
理(

飯
島
字
大
崩
41
歳)

●
小
澤
幹
子(

桜
二
丁
目
41
歳)

●
鈴
木
絵
利
子(

新
屋
日
吉
町
42
歳)

●
高
橋
妙
子(

桜
ガ
丘
二
丁
目
50
歳)

●
石
川
廣
子(

外
旭
川
字
八
幡
田
53
歳)

(

福
祉
団
体
職
員)

●
宮
本
ミ
チ
ヱ(

将
軍
野
青
山
町
59
歳)

環
境
保
全

(
不
法
投
棄
監
視
員)

●
佐
藤
武
義(
仁
別
字
吉
ヶ
沢
54
歳)

産
業
振
興

(

農
業
振
興)

●
小
林
俊
夫(

上
新
城
中
字
家
ノ
後
73
歳)

●
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
女
性
部
ふ
れ
あ
い
ラ
ン

ド
部
会

(

山
林
看
守
人)

●
荻
原
隆
雄(

添
川
字
添
川
69
歳)

●
渡
邊
兵
太
郎(

太
平
黒
沢
字
野
崎
56
歳)

●
嵯
峨
成
雄(

太
平
山
谷
字
野
田
75
歳)

●
齋
藤
林
市(

浜
田
字
滝
ノ
下
79
歳)

●
佐
藤
清
太
郎(

下
浜
羽
川
字
小
金
山
57
歳)

●
須
田
紀
男(

下
浜
名
ヶ
沢
字
坂
本
60
歳)

(

林
道
管
理
責
任
者)

●
熊
井
榮
悦(

豊
岩
小
山
字
狐
森
65
歳)

都
市
計
画

(

都
市
景
観
形
成
推
進
委
員
会)

●
淡
路
孝
次(

土
崎
港
南
三
丁
目
52
歳)

●
佐
藤
暢
子(

新
屋
北
浜
町
60
歳)

●
太
田
宥
子(

新
屋
寿
町
68
歳)

(

都
市
計
画
審
議
会)

●
谷
京
子(

土
崎
港
南
三
丁
目
52
歳)

教
育
・
文
化

(

文
化
振
興)

●
鈴
木
銀
一(

四
ツ
小
屋
小
阿
地
字
坂
ノ
下

72
歳)

(

学
校
医
関
係)

●
中
道
敦
子(

土
崎
港
中
央
六
丁
目
61
歳)

●
佐
藤
正(

泉
中
央
二
丁
目
51
歳)

●
遠
藤
雅
之(

広
面
字
蓮
沼
50
歳)

●
安
保
忠
明(

横
森
四
丁
目
54
歳)

●
伊
藤
真
紀
子(

茨
島
四
丁
目
44
歳)

●
小
田
嶌
律
子(

八
橋
三
和
町
48
歳)

(

幼
稚
園
職
員)

●
会
場
葉
子(

牛
島
西
二
丁
目
41
歳)

●
金
栄(

手
形
田
中
42
歳)

●
長
谷
川
明
美(

川
尻
御
休
町
41
歳)

(

青
少
年
育
成)

●
金
京(

土
崎
港
中
央
七
丁
目
65
歳)

消
防
・
防
災

(

地
域
防
災)

●
渡
邊
久
雄(

土
崎
港
北
七
丁
目
78
歳)

●
横
山
啓
太
郎(

新
屋
船
場
町
76
歳)

善
行

●
秋
田
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業

組
合
秋
田
支
部

秋
田
市
環
境
活
動
推
進
協
議
会
で

は
五
月
三
十
日
、
各
地
域
で
積
極
的

に
環
境
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
優

良
実
践
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

表
彰
団
体
は
、つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

地
域
の
環
境

活
動
を
表
彰

●
集
団
回
収

将
軍
野
四
区
町
内
会
　

港
北
町
町
内
会
　

保
戸
野
緑
町
町
内
会

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

栗
田
養
護
学
校
　

豊
岩
小
山
町
内
会

５月30日の表彰式で
表彰団体と松葉谷助役

企画調整課q(866)2033

市の記念日式典に合わせ、茨城県常陸太田市との姉妹
都市提携25周年および同県金砂郷町・水府村・里美村・
大子町との有縁町村提携20周年記念式典を行います。
式典のあとは「常羽有情～秋田に在っては常陸を想い、

常陸に在っては秋田を慕う」をテーマに、土居輝雄氏(歴
史作家)による記念講演会があります。直接会場へどうぞ。

問い合わせ

常陸太田市姉妹都市提携25周年・有縁町村提携20周年記念式典

記念講演会へどうぞ
とき：７月12日(金) ところ：文化会館
式典：午後２時～　記念講演：午後３時～４時

入場
無料

さ
ん

秋
田
市
環
境
活
動
推
進
協
議
会
で

は
、
市
民
や
行
政
と
環
境
活
動
に
関

す
る
情
報
交
流
会
な
ど
を
行
い
、
環

境
問
題
へ
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
、
企
業
・
事
業
所
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
協
議
会
事
務
局
の

環
境
企
画
課
q(

８
６
３)

６
６
３
２

環
境
情
報
の
共
有
に
ご
協
力
を

土居輝雄(どいてるお)氏…秋田市在住の歴史作家。「常羽有
情１～６」「佐竹義宣 その時代」など、佐竹氏や郷土史に関
する著書を多数執筆。平成４年秋田県芸術選奨受賞

市
の
記
念
日
式
典
と
同
時
開
催
！

▲

(

福
祉
施
設
を
訪
問
し
、
寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
奉
仕
活
動
を
続
け
た
こ
と
な
ど
に
対
し)

「
常
羽
有
情
〜
秋
田
に
在
っ
て
は
常
陸
を
想
い
、

常
陸
に
在
っ
て
は
秋
田
を
慕
う
」
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犯
罪(

ス
ト
ー
カ
ー
、
男
女
間

暴
力
、
性
犯
罪
な
ど)

や
交
通
事

故
、
災
害
な
ど
様
々
な
被
害
に

悩
む
か
た
が
た
の
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
、
平
成
十
三
年
四
月
に

設
立
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
秋
田
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」。

市
役
所
や
県
警
な
ど
で
も
い

ろ
い
ろ
な
相
談
窓
口
を
設
け
て

い
ま
す
が
、
こ
の
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
民
間
で
は
県
内
で
初
め

て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
を
勤
め
る
佐
藤
怜
さ
ん

は
「
ト
ラ
ウ
マ(

虐
待
や
恐
怖
体
験

な
ど
の
心
の
傷)

や
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ(

心

的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害)

は
日

常
的
な
交
通
事
故
な
ど
で
も
起

こ
り
得
ま
す
。
こ
う
し
た
被
害

者
の
な
か
に
は
、
誰
に
も
助
け

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
孤

独
に
思
い
悩
む
な
ど
、
人
知
れ

ず
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
も
い

ま
す
」
と
現
状
を
訴
え
ま
す
。

現
在
、
相
談
を
受
け
る
会
員

は
二
十
人
ほ
ど
。
電
話
相
談
員

の
ほ
か
、
弁
護
士
、
医
師
な
ど

が
面
接
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

「
心
の
痛
み
に
ひ
と
り
で
耐
え

る
こ
と
は
、
と
て
も
つ
ら
い
こ

と
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
私
た
ち

と
お
話
を
し
て
、
ハ
ー
ト
を
楽

に
し
ま
し
ょ
う
。
解
決
に
向
け

サ
ポ
ー
ト
態
勢
は
万
全
で
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
お
力
に
な

り
た
い
で
す
」
と
佐
藤
さ
ん
。

被
害
に
あ
っ
た
こ
と
が
家
族

や
会
社
に
ば
れ
た
ら
大
変
、
事

件
の
こ
と
が
突
然
よ
み
が
え
っ

て
く
る
な
ど
、
ど
こ
に
相
談
し

た
ら
い
い
か
分
か
ら
ず
に
困
っ

て
い
る
か
た
は
、
今
す
ぐ
セ
ン

タ
ー
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
は
、
毎
週
火
・
木

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
、
q(

８
３
２)

８
０
１
０

で
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。
必
要
な
か
た
に
は
面

接
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

今
年
十
一
月
二
十
九
日
か
ら

三
日
間
、
県
社
会
福
祉
会
館
で

開
催
す
る
「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

展
」
へ
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

あなたの相談に応じます。秘密は絶対守ります！

秋田被害者支援センター会長

佐
さ

藤
とう

怜
さとる

さん(72歳)

あ
な
た
の
大
切
な
ハ
ー
ト

私
た
ち
が
応
援
し
ま
す
！

◎今年10月１日で25歳以上のかた　◎相談員などの
経験や各種ボランティア活動の経験があるかた　
◎相談・支援に必要な知識や技術を習得してもらう
ための専門的な研修を受けることができるかた

応募資格
秋田被害者支援センター事務局q(887)7605

封書(応募書類請求と朱書きする)に、返
信用封筒(120円切手を貼り、住所、氏名
を書いて)を同封し、７月31日(水)まで、
〒010-8691 秋田中央郵便局 私書箱42号
秋田被害者支援センター事務局

応募方法ボランティア支援員を募集
秋田被害者支援センター

秋田被害者支援センターでは、犯罪や事故などの被害にあわれ
たかたを支援する「ボランティア支援員」を募集しています。
社会のお役に立ちたいと思っているかた、ぜひご応募ください。

問い合わせ

(毎週火・木曜日の午前10時～午後４時)
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六
月
八
日
の
土
曜
日
、
土
崎
公
民

館
で「
わ
ん
ぱ
く
塾
ク
ッ
キ
ー
作
り

体
験
Ⅰ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

小
学
生
を
対
象
と
し
た
こ
の
体
験

教
室
に
は
、
総
勢
二
十
九
人
が
参
加
。

こ
の
日
は
公
民
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
が
先
生
に
な
っ
て
、
と
っ
て

も
お
い
し
い
ク
ッ
キ
ー
の
作
り
方
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ク
ッ
キ
ー
作
り
に
一
生
懸
命
。

公
民
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
も
、
子
ど
も
た
ち
が
失
敗
し
な
い

よ
う
に
前
の
日
か
ら
下
準
備
を
念
入

り
に
行
い
ま
し
た
。

「
ご
両
親
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ

る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
く
れ

ぐ
れ
も
危
険
の
な
い
よ
う
、
目
を
離

さ
ず
接
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の

経
験
を
生
か
し
、
少
し
で
も
多
く
の

こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
う

れ
し
い
で
す
ね
」
と
、
土
崎
公
民
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
金
子
勇
子
さ

ん
。「
子
ど
も
た
ち
は
自
分
で
食
べ

る
だ
け
で
な
く
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
に
持
っ
て
帰
る
お
土
産
を
と
っ

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る
と
、

将
来
が
と
っ
て
も
楽
し
み
。
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
た
ち
の
役
に
立
て
る
よ

う
、
み
ん
な
で
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
ニ
コ
ニ
コ
。

ど
こ
の
公
民
館
で
も
こ
ん
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
か
た
た
ち
が
、
公
民
館

の
講
座
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
体
験
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
あ
げ
よ

う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

人
た
ち
の
温
か
く
、
時
に
厳
し
い
優

し
さ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
力

と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

市
内
各
公
民
館
で
は
、
い
ろ
い
ろ

趣
向
を
凝
ら
し
た
体
験
教
室
を
開
い

て
い
ま
す
。
情
報
は
広
報
あ
き
た
や

「
プ
レ
ス
タ
」(注)
で
要
チ
ェ
ッ
ク
！

生地を練って、小分けにしたら、さあそろそろ焼きま～す

公民館が楽しいぞ！③

秋田市の姉妹都市ドイツ・パッサウ市の青少年交流団員
(14歳～28歳)が、８月３日(土)から18日(日)まで秋田市を訪れま
す。
市では、滞在期間中にニュースポーツ、武道などのスポー

ツ交流や文化交流、キャンプなどを一緒に行ってくださる青少年
交流員とホームステイのホストファミリーを募集しています。

秋
田
市
に
は
、
中
央
・
土
崎
・
西
部
・
東
部
・
南
部
・
北
部

の
六
つ
の
公
民
館
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
も
、
地
域
に
密
着

し
た
学
習
・
体
験
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
土
崎
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
に
お
じ
ゃ
ま

し
ま
し
た
。
土
曜
日
の
お
休
み
、
公
民
館
も
楽
し
そ
う
だ
ぞ
…
。

お父さん、お母さんにお土産もあるよ！

ドイツ・パッサウ市の青少年とスポーツで交流
秋田市および県内各施設(八橋陸上
競技場、市立体育館、ザ・ブーン、
若美町海水浴場、田沢湖など)

７月12日(金)まで市体育協会事務局q(866)2247

交流員 中学生以上のかた15人程度
(全日程でなくても結構です)

ホストファミリー
団員１～２名を８日間程度受け入れ

申し込み

募
集
内
容

交
流
会
場

交流員とホストファミリーを募集交流員とホストファミリーを募集

(注)
生
涯
学
習
室
発
行(

年
三
回)
の
子
ど
も

向
け
の
催
し
物
を
紹
介
す
る
情
報
誌
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み
ん
な
楽
し
み
、

公
民
館
の
体
験
学
習
！



国
民
健
康
保
険

平成14年度の国保税の納税通知書は、６月28
日(金)にお送りします。ただし、６月に40歳にな
るかた(昭和37年６月２日～７月１日生まれ)がい
る世帯には７月中旬ごろにお送りします。
国民健康保険は、みなさんが納める国保税と

国の補助金でまかなわれています。国保がある
からこそ、お医者さんにかかるときも安心です
が、国保加入者の増加、高齢化にともない、か
かる医療費も急増しています。平成12年度の秋
田市の国保の総医療費は、366億円になりました。
国保税を低く抑えるためにも、病気の予防や健
康管理に努めましょう。
14年度の税率は右記のとおりです。

所得割額※
均等割額(一人につき)
平等割額(一世帯につき)
課税限度額

8.8％
21,430円
32,810円
530,000円

1.27％
5,470円
4,560円
70,000円

●平成14年度の国保税…

医療分 介護分

※所得割額は、前年所得による課税標準額に8.8％(医療分)
と1.27％(介護分)をかけて計算します。課税標準額とは、
加入者の総収入から各種控除の金額を差し引いた額です

●40歳未満のかただけの世帯……医療分だけ
●40～64歳のかたがいる世帯……医療分と介護分
●65歳以上のかただけの世帯…医療分と介護分
を別々に納めます。国保税は医療分だけで、介
護保険料は別に納付することになります。

「所得割額｣｢均等割額｣｢平等割額｣を合わせた金額

問い合わせ
税の内容や資格、減免については…国保年金課賦課担当q(866)2099
納付の相談については………………国保年金課収納担当q(866)2189

職場の健康保険をやめたり、他の市町村から
転入してきて秋田市の国民健康保険に入るとき
は、14日以内に加入の届け出をしましょう。
なお、届け出が遅れた場合でも異動があった
月までさかのぼって課税されます。
●届け出場所
国保年金課、市民課、土崎支所、新屋支所

災害や病気、失業などによって
生活が著しく困難になったかたの
ために、国保税の納税猶予や分割
納付、減免などの制度があります。

異
動
の
届
け
出
は

お
早
め
に

納
付
の
相
談
は

お
気
軽
に

お医者さんにかかったときの支払いは、一般のか
たが入院・外来とも３割の負担、退職者医療制度の
かたは入院・外来とも２割(被扶養者は外来３割)の負
担で済みます。
また、外来の薬剤は、薬の種類や日数に応じて一

部負担があります。

●健康診査の一部が無料
市が行う基本健康診査、大腸がん検診、胃がん

検診は無料になります。受診の際は、保険証をお
持ちください。

●人間ドック費用を助成
35歳から老人医療受給者証の交付を受けるまで

のかたが人間ドックを受けるとき、受診料の７割
を助成します。今年度の募集は終了しました。

●はり・きゅう・マッサージの費用助成
55歳以上のかたが、はり・きゅう・マッサージ

を受けるとき、１回につき800円の受療券を、年度
内に40枚までさしあげます。

●入院時食事代の給付
入院時食事代が１日780円で済みます。(市民税

非課税世帯は負担額が異なります)

●高額療養費の支給
医療費が高額になり、自己負担額が一定限度を

超えたとき、申請によりその超えた分が支給され
ます。自己負担額は、市民税の課税状況や高額療
養費を受けた回数などで変わります。
高額な医療費の支払いが困難なかたには、高額

療養費分を無利子で融資する制度があります。

●出産・葬祭費の支給
国保の加入者が出産したとき、出産育児一時金

30万円、加入者が亡くなると葬祭費５万円が申請
により支給されます。

●療養費の支給
はり・きゅう・マッサージ・コルセットなどを

医師が認めたときは、申請により治療費や治療用
補装具の費用の７割(退職者医療本人は８割)が支給
されます。

国保のサービスいろいろ 問い合わせ

これらのサービスの申請は、国民健康保険証、医療費などの領収書、世帯主名義の預金通帳などをお
持ちになり、国保年金課または土崎支所、新屋支所で手続きしてください。
ただし、入院時の食事代、高額療養費の融資についての手続きは支所ではできません。

今年度の納税通知書をお送りします
国保税は納期内に納めましょう

国
民
健
康
保
険

国保年金課給付担当q(866)2098

申請

※医療費の一部負担金を支払えないとき
災害などの特別な理由で医療費の一部負担金の支払いが困難な場合は、徴収
猶予または免除する制度があります。事前に国保年金課へご相談ください。 08
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心肺蘇生法が
変わりました！

昨年、心肺蘇生法が見直され、一部手順が変わりました。市民の
みなさんに確実に習得していただくため、従来よりも簡単な方法に
なっています。
秋田市でも４月から新しい心肺蘇生法の講習会を開催していま

す。以前に受講したかたも、これまで経験のないかたも、いざとい
うときに大切な人を守るため、ぜひ受講してください。

呼びかけたり肩をたたいた
りして、反応があるかを確認
します。

１. 意識の確認

２. 気道の確保

４. 人工呼吸

５. 循環サインの確認

６. 心臓マッサージ

● ●●●

３. 呼吸の確認
頬を倒れた人の口や鼻に

近づけて、息を感じ取りま
す。目は胸やお腹を見ます。

口を大きく開けて、２回
(１回２秒間)息を吹き込みま
す。

呼吸、咳、身体を動かすな
どの反応がないか、10秒以内
で調べます。

両手を重ねて、胸を15回押します。
人工呼吸と交互に繰り返します。

今までは口の中に異
物があるか確認して
いましたが、なくな
りました。

今まではクビの横の脈
を５秒間で確認してい
ましたが、なくなりま
した。

今までは５秒間確認
していましたが、10
秒以内になりました。

▼

▼

▼

▼

▼

従来の方法も間違
いではありません。
万が一のときには実
施してください。

大切な
命を
救う

普通救命講習(約３時間)、上級救命
講習(約８時間)を行っています。受講
は無料で、修了証が交付されます。

秋田消防署q(823)4100
新屋分署q(828)3123
土崎消防署q(845)0285
城東消防署q(832)3404
秋田南消防署q(839)9551

南消防署の救命講習
｢水の事故と心肺蘇生法｣

とき／７月28日(日)
午前９時～正午

ところ／秋田南消防署
●申し込み 秋田南消防署

q(839)9551

申し込み
問い合わせ

地域を守る25分団が
練習の成果を競います。

とき／７月14日(日)午前９時～
ところ／中央卸売市場駐車場
●問い合わせ
市消防本部警防課q(823)4243

救 命 講 習 会 へ ど う ぞ
市消防団操法大会
にご声援を！

意識がなければ、あごを
少し上げるようにして、空
気の通り道を確保します。

09 広報あきた　６月28日号



介
護
保
険
料
は
、
65
歳
以
上
の
か
た
、
そ

れ
ぞ
れ
一
人
ひ
と
り
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
の
か
た
も
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に
、
通
常
一
割
で

す
む
自
己
負
担
額
が
三
割
に
増
額
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
12
年
度
分
の
保
険
料
の
未
納
が
あ
る

か
た
に
は
、
７
月
・
８
月
に
通
知
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
の
う
え
至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

一
度
で
全
部
を
納
付
す
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
は
、
納
期
限
の
古
い
分
か
ら
納
め
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課

q(
８
６
６)

２
０
６
９

市
内
の
農
畜
水
産
物
を
活
用
し
た
特
産
品

を
創
出
す
る
た
め
「
秋
田
市
地
域
特
産
品
調

査
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。
地
域
に

誇
れ
る
特
産
品
開
発
に
あ
な
た
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
対
象
は
市
内
に
住
む
20
歳
〜

35
歳
の
か
た
で
募
集
人
数
は
５
人
程
度
で
す
。

●
応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
年
齢
・
職
業
・
特
産
品
開
発
に
生

か
せ
る
特
技
や
趣
味
な
ど
を
書
い
て
、
７
月

15
日
(月)
ま
で
、
〒
０
１
０
‐
８
５
６
０
秋
田

市
山
王
一
丁
目
１
‐
１
　
秋
田
市
農
政
課

q(

８
６
６)

２
１
１
５

【
告
示
日
】

６
月
30
日
(日)

【
投
票
日
時
】
７
月
７
日
(日)

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

■
立
候
補
の
届
け
出

６
月
30
日
(日)
、
午
前

８
時
30
分
〜
正
午
は
市
職
員
研
修
棟
で
、
正

午
〜
午
後
５
時
は
選
挙
管
理
委
員
会(

市
役

所
分
館
４
階)

で
受
け
付
け
ま
す
。

■
投
票
で
き
る
か
た
　
昭
和
57
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
で
す
。

■
不
在
者
投
票

６
月
30
日
(日)
か
ら
７
月
６

日
(土)
ま
で
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
、
市

役
所
分
館
４
階
大
会
議
室
で
受
け
付
け
ま
す
。

投
票
の
際
は
、
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

q(

８
６
６)

２
２
６
０

千
秋
公
園
を
も
っ
と
楽
し
く
、
魅
力
あ
る

公
園
に
す
る
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
「
蛍
」
が
テ
ー
マ
。
園
内
の
蛍

生
息
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
中
学
生
以
下

の
か
た
は
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
７
月
13
日
(土)
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

と
こ
ろ
／
ジ
ョ
イ
ナ
ス(

県
民
会
館
隣
り)

●
申
し
込
み

公
園
課

q(

８
６
６)

２
１
５
４

新
し
く
結
成
し
た
子
ど
も
会
や
既
存
の

子
ど
も
会
か
ら
分
離
し
た
子
ど
も
会
に
「
子

ど
も
会
旗
」
を
贈
呈
し
ま
す
。
合
併
や
名
称

を
変
更
し
た
子
ど
も
会
は
除
き
ま
す
。
旗
を

紛
失
し
た
子
ど
も
会
に
は
、
実
費
で
あ
っ
せ

ん
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み

７
月
５
日
(金)
ま
で
生
涯
学
習

室
q(

８
６
６)

２
２
４
５

都
市
計
画
道
路(

下
新
城
東
西
線
、
御
所

野
追
分
線
、
秋
田
港
北
線)

の
変
更
に
つ
い

て
、
秋
田
市
都
市
計
画
審
議
会
を
開
き
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
す
る
か
た
は
、
当
日
午
後
３
時

か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と
き
／
７
月
２
日
(火)
午
後
３
時
30
分
〜

と
こ
ろ
／
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣(

山
王

二
丁
目)

●
問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課

q(

８
６
６)

２
１
５
２

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

子
ど
も
会
旗
を

贈
呈
し
ま
す

５

地
域
特
産
品
調
査
検
討

委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

２

［一人ひとりの違い＝個性］が生かされ、つながり合っている豊かな社会をめざします。
男女共生政策室q(866)2141

人口14.６.１現在

●人口／318,459人(＋160)
●男／151,973人(＋ 73)
●女／166,486人 (＋ 87)
５月分・出生 259人

・死亡 202人
・転入 730人
・転出 627人

（）内は前月比

●世帯／125,432世帯(＋160)

１
ご
家
族
の
か
た
も
ご
確
認
く
だ
さ
い

介
護
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

農
業
委
員
会
委
員
の

一
般
選
挙

３
千
秋
公
園
の

「
蛍
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

４

市
都
市
計
画
審
議
会
を

開
き
ま
す

６
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広
報
あ
き
た
３
月
８
日
号
で
出
演
者
の
募

集
を
行
っ
た
「
千
秋
の
杜
オ
ペ
ラ
公
演
」
は

都
合
に
よ
り
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
応
募
し
て
く
だ
さ
っ
た

み
な
さ
ん
に
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

実
行
委
員
会
で
は
現
在
、
久
保
田
築
城
400

年
に
あ
た
る
平
成
15
年
秋
の
公
演
を
め
ざ
し
、

秋
田
市
・
秋
田
藩
の
歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
た

新
作
オ
ペ
ラ
の
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ

ら
た
め
て
出
演
者
な
ど
を
募
集
す
る
予
定
で

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

千
秋
の
杜
オ
ペ
ラ
実
行
委

員
会(

秋
田
市
文
化
団
体
連
盟
内)

q(

８
６
６)

４
０
２
６

第
２
回
秋
田
駅
西
北
地
区
土
地
区
画
整
理

審
議
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
名
簿
を
、
７
月

１
日
(月)
か
ら
14
日
(日)
ま
で
の
毎
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、
秋
田
駅
東
地
区
土

地
区
画
整
理
工
事
事
務
所
で
お
見
せ
し
ま

す
。
関
係
者
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
選

挙
日
は
９
月
１
日
(日)
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
駅
東
地
区
土
地
区
画
整
理

工
事
事
務
所
q(

８
３
４)

２
２
０
４

青
い
羽
根
募
金
は
、
社
団
法
人
日
本
水
難

救
済
会
が
水
難
救
済
事
業
の
推
進
を
目
的
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
募
金
で
集
ま
っ
た
お

金
は
、
水
難
事
故
の
際
の
捜
索
や
事
故
の
防

止
な
ど
の
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

募
金
運
動
期
間
は
８
月
31
日
(土)
ま
で
で

す
。
地
域
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
募
金
箱
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
防
災
対
策
課

q(

８
６
６)

２
０
２
１

千
秋
の
杜
オ
ペ
ラ
公
演

は
中
止
に
な
り
ま
し
た

７

問い合わせ 生活課計量検査所q(866)2074

秋
田
駅
西
北
地
区
土
地
区
画

整
理
審
議
会
委
員
選
挙
の
選

挙
人
名
簿
を
お
見
せ
し
ま
す

８

水
難
救
済
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に

青
い
羽
根
募
金
に

ご
協
力
を

９

●計量器の検査の日程

県内で住宅を新築されるかたに乾燥秋田スギ柱材
を無料でプレゼントします。提供する柱材は、12㎝
角、長さ３ｍ、含水率20％を標準として、１戸当た
り90本を上限とします。
今年度１回目のプレゼントは終了しましたが、２

回目として50戸にプレゼントします。

問い合わせ 県秋田スギ振興課q(860)1914

新築住宅に
秋田スギ柱材
プレゼント！

◆募集期間 ７月10日(水)～31日(水)
◆申し込み
申込書は市役所林務課、秋田総合農林事務所、秋
田建設事務所でさしあげます。あきた県産材利用
センターのホームページ(http://www.kensanzai.com)
からも入手できます。応募者多数の場合は公開抽
選。柱を年度内に活用するなどの条件があります
ので、詳しくはお問い合わせください。

計量器の定期検査計量器の定期検査
を受けてください

平成14年の計量器の定期検査は下表の地区のか

たが対象となります。取り引きや証明のために計

量器を使用するかたは、必ず定期検査を受けてく

ださい。検査手数料は、ばねばかりが１個につき

500円(100kg以下)、電気式はかりが1,400円(100

kg以下)、おもりが１個につき10円です。

なお、家庭用の体重計やキッチンスケールは無

料で精度を確認しますので、お近くの検査会場へ

お持ちください。

最近、家庭を訪問して、宅地内の排水管の点検
や清掃作業の営業をしている業者がいるようです
が、これは市の下水道部とは、まったく関係あり
ません。ご注意ください。
●下水道についてのご相談や問い合わせは下水道
総務課q(864)1411、下水道維持課q(864)1866

市県民税第１期の納期限は７月１日(月)です。
納期内の納付にご協力ください。市税の納付には
｢口座振替｣が便利です。ぜひご利用ください。
納税課q(866)2059 国保年金課q(866)2189

下水道の不審な訪問営業にご注意！

市県民税第１期の納付をお願いします

11 広報あきた　６月28日号



このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介していきます。耳よりなニュースがありま
したら、広報課までお知らせください。

q(866)2034 ＦＡＸ(866)2287

読
者
の
伝
言
板

＝
敬
称
略
＝

５月30日、聖霊短期大学音楽科
の１年生５人が、高清水児童セン
ターでボランティア活動を行いま
した。これは、子どもたちとの遊
びを通じた体験学習として、今年
度から音楽科の授業に取り入れた
もので、年に８回開かれます。
放課後集まった元気いっぱいの

小学生たちにたじたじの短大生で
したが、子どもたちに「おねえち
ゃん、あそぼ！」と手を引かれ、

あっという間に、おにごっこやお
絵かきの輪の中に。
短大の細谷カホル先生は、「学校
が近いのに交流がないのは寂しい
と思ったのがきっかけです。授業
の一つとして、子どもたちからた
くさんのことを学んでほしい」と期
待します。
遊びの天才の子どもたちに囲ま

れ、授業が終わるころには学生の
みなさんもいきいきとした子ども

の表情にもどっていました。

おねえさんを独り占め！

聖霊短大生が高清水児童センターでボランティア

おねえさん、一緒にあそぼー！

月　刊

読者のみなさんのページです。
最終面に掲載している広報クイ
ズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひと
ことを、お待ちしています。

●
五
月
二
十
四
日
号
の
旧
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
舎
の
表
紙
は
ユ
ー
モ
ア
が

あ
っ
て
良
い
で
す
ね
。
思
わ
ず
ニ

ッ
コ
リ
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
普
段

は
、
興
味
を
示
さ
な
い
我
が
家
の

子
ど
も
た
ち
が
、
表
紙
の
写
真
を

見
つ
め
て
、「
エ
ッ
？

エ
ッ
？
」

と
首
を
か
し
げ
て
い
た
の
に
は
大

笑
い
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
話
題

で
和
ま
せ
て
く
だ
さ
い(

近
藤
育
子

42
歳
・
寺
内)

●
表
紙
に
載
っ
て
い
た
旧
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
舎
に
、
子
ど
も
と
い
っ
し

ょ
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
い
つ
も

と
反
対
に
見
ら
れ
る
立
場
に
な

り
、
ち
ょ
っ
と
変
な
感
じ
で
し
た

(

堀
井
祐
子
　
34
歳
・
仁
井
田)

●
先
日
、
小
学
一
年
生
の
息
子
を

連
れ
て
秋
田
経
済
法
科
大
学
近
く

の
河
川
公
園
へ
行
っ
た
と
き
の
こ

と
。
高
校
生
く
ら
い
の
男
の
子
た

ち
が
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
ば
で
私
た
ち

は
野
球
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

息
子
が
打
つ
と
、
競
っ
て
ボ
ー
ル

を
追
い
か
け
て
は
、
楽
し
そ
う
に

拾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
帰
り
際

「
あ
り
が
と
う
！
」
と
声
を
か
け
、

秋
田
市
は
ま
だ
ま
だ
健
全
だ
な
ぁ

…
と
し
み
じ
み
う
れ
し
く
感
じ
ま

し
た(

深
谷
優
香
　
28
歳
・
桜)

●
絵
本
が
大
好
き
な
二
歳
九
か
月

の
娘
は
、
新
屋
図
書
館
で
行
わ
れ

て
い
る「
お
話
し
の
会
」
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
図
書
館

で
借
り
て
き
た
絵
本
を
、
寝
る
前

に
必
ず
読
ん
で
う
れ
し
そ
う
に
し

て
い
ま
す(

佐
々
木
ミ
ナ
子
　
32

歳
・
新
屋)

●
秋
田
市
が
誇
る
広
小
路
の
堀

は
、
工
事
の
作
業
準
備
で
台
無
し

の
現
状
。
遠
来
の
も
の
に
、
来き
た

る

国
体
開
催
時
に
は
、
素
晴
ら
し
い

秋
田
市
に
変
容
す
る
の
で
ぜ
ひ
来

秋
を
、
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す

(
金
重
男
　
69
歳
・
手
形)

●
一
年
中
で
一
番
い
い
季
節
の
到

来
で
す
。
山
の
緑
、
家
々
の
木
々

の
緑
、
少
し
車
で
外
を
走
れ
ば
、

田
植
え
の
終
わ
っ
た
田
園
風
景
、

山
な
み
の
新
緑
、
大
好
き
で
す
。

天
気
の
良
い
日
は
、
道
路
端
の
蕗

を
つ
み
、
山
す
そ
の
ワ
ラ
ビ
を
採

っ
て
き
て
は
秋
田
の
自
然
を
楽
し

ん
で
い
ま
す(

赤
津
テ
イ
　
68
歳
・

泉)●
衣
替
え
の
季
節
に
な
り
、
ブ
レ

ザ
ー
を
脱
い
で
ワ
イ
シ
ャ
ツ
姿

12



広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「胸部(総合検診)」、

問２が「６月１日」でした。

全問正解199通(応募総数208通)の中から、伊藤啓

子さん(金足小泉字潟向)、大塚幸子さん(牛島西四丁

目)、木村洋子さん(飯島字西袋)、児玉瞳さん(東通三

丁目)、佐藤数也さん(牛島西二丁目)、沢田石つやさ

ん(大町一丁目)、田中雅子さん(山王三丁目)、智田明

日香さん(新屋大川町)、露原ふみさん(牛島東四丁目)、

森靖子さん(新屋船場町)の10人のかたに図書券をお

送りします。

５月24日号の当選者

◆６月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

係から
ひとこと

６月８日、ちび
っこスポーツの
つどいで

仕
事
中
に
ま
い
込
ん
だ
一
本
の
電
話
。
不

吉
な
予
感
が
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た
そ
の
時
、
電

話
に
出
た
職
員
の
「
キ
リ
ン
の
た
い
よ
う
君

が
死
ん
じ
ゃ
っ
た
」
と
い
う
声
に
思
わ
ず
絶

句
…
。
動
物
園
に
は
取
材
で
足
を
運
ぶ
こ
と

も
多
く
、
義
足
姿
の
た
い
よ
う
君
の
回
復
を

心
か
ら
願
う
一
人
で
し
た
。

そ
の
日
は
、
義
足
交
換
の
手
術
を
行
っ
た

日
で
、
手
術
の
様
子
を
記
録
す
る
た
め
立
ち

会
っ
た
広
報
課
職
員
か
ら
、
い
っ
た
ん
手
術

が
終
わ
っ
た
と
き
い
て
、
ホ
ッ
と
胸
を
な
で

お
ろ
し
て
い
た
矢
先
で
し
た
。

た
い
よ
う
君
は
私
た
ち
に
生
き
る
勇
気

と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
ま
で

よ
く
頑
張
っ
た
ね
。
天
国
へ
い
っ
て
も
私

た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
る
「
た
い
よ
う
」

で
い
て
ね
…
。

(

三
浦)

に
。
な
ん
で
全
員
そ
う
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
？
　
ブ
レ
ザ
ー

好
き
の
僕
は
、
も
う
少
し
長
く
着

て
い
た
い
の
に
。
制
服
だ
か
ら
い

い
と
思
う
ん
だ
け
ど
…(

豊
嶋
廉
敬

18
歳
・
保
戸
野)

●
ゴ
ミ
の
分
別
方
法
が
変
わ
り
、

ど
こ
の
お
家
も
す
っ
き
り
、
き
れ

い
に
見
え
る
の
は
気
の
せ
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
で
、
新
し
い
焼
却

炉
を
見
学
し
た
い
と
思
い
問
い
合

わ
せ
て
み
た
ら
、
連
日
見
学
で
大

変
込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
い
つ

か
き
っ
と
千
八
百
度
で
ゴ
ミ
を
溶

か
し
て
く
れ
る
新
焼
却
炉
を
見
せ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す(

渡
部
栄
子
　
60
歳
・

土
崎
港)

た
い
よ
う(

手
前)

と
お
母
さ
ん
。
六
月
十
八
日
、

十
か
月
の
命
で
天
国
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た

●広報クイズの当選者は、毎回、市政記者室の記者のかたに
厳正に抽選してもらっています(広報課)

ふるさとで就職したい

経済団体などへ求
人要請のお願いに
行った右から佐藤
魅樹さん、金田静夏
さん、相馬美咲さん

みんなで踊ると楽しいね
わたしが通う第二ルンビニ

園の先生チームが出るので応
援に来たんだ。ヤートセは保
育園でいつも踊ってます。
「見てる人も一緒にどうぞ」っ
て言われたので、真ん中で踊
りました。みんなと一緒に踊
れて楽しかった！

ヤートセ秋田祭で、
飛び入りで踊った
進藤千紘ちゃん
(川元小川町)

地蔵田遺跡復元にひと役
大きな木を切ることが初め

てで、切り方を教わったり、
切り口で木の倒れる方向が違
うことなどを知りました。切
り出した雑木は、集落を囲む
柵になります。私たちの手で
大昔の遺跡を復元できるなん
て、素晴らしいですよね。

地蔵田遺跡復元の
雑木伐採作業に参
加した宮本みつる
さん(御所野学院
高等学校２年)

昔の道を歩いたよ！
羽州街道ウォークで、高清

水公園からゴールの千秋公園
まで歩きました。歩いている
ときは絶対「つかれた」は言わ
ない約束を二人でしました。
でも、やっぱりつかれたかな
…。昔の人は、大変だったん
だね。

羽州街道ウォーク
に参加した堀井麻
未さん(右)、香那
さん(旭川清澄町)

佐竹市長と一緒に、経済団
体などへ求人要請のお願いに
回りました。ふるさと秋田の
ために役立つ仕事に就きたい。
それが私たち高校生の願いで
す。地元企業のみなさん、一
人でも多くの採用をお願いし
ます。

13 広報あきた　６月28日号

八橋プール、最後の夏！
市営プールは、今シーズン

限りで閉めることになりまし
た。30年以上の間、市民のみ
なさんに親しんでいただき、
ありがとうございました。最
後の夏、プールがたくさんの
人でにぎわうとうれしいです
ね。９月10日まで営業です。

18年間、八橋にあ
る市営プールの管
理をしている上村
良人さん
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平成14年７月31日が有効期限の福祉医療費受給者証は、８月１
日付けで更新となります。対象となる受給者証をお持ちのかたに
は、７月25日(木)以降に郵送でお知らせします。
また、下表に該当するかたは、申請により受給者証が交付され

ます。今まで申請をしていなかったかたや、13年度に所得制限を
超えているため該当しなかったかたでも交付される場合がありま
す。受け付けは 7月17日(水)からです。詳しくは障害福祉課にお
問い合わせください。なお、申請後に所得の修正申告をしたかた
はご連絡ください。
診療を受ける際、この受給者証を健康保険証と一緒に医療機関

に提出すると、保険診療の自己負担分が無料になります。

※ここでいう｢社会保険本人｣とは、｢市町村国民健康保険と国民健康保
険組合以外の健康保険に加入している被保険者｣をさします。

平成８年４月２日以降に生まれた
お子さんを養育し、まだ児童手当の
申請をしていないかたは、市民課・
土崎支所・新屋支所で手続きをして
ください。申請の翌月分からの支給
となります(所得制限あり)。受付時
間は午前８時30分～午後５時15分で
すので、ご注意ください。なお、公
務員のかたは勤務先への申請となり
ます。
●問い合わせ 市民課総務担当

q(866)2072

母子・父子家庭の親子が対象で
す。田沢湖スイス村に行きます。参
加無料です。
とき／７月28日(日)午前９時15分～
午後５時(市役所前からバスで出発)
定員／抽選で60人
●申し込み ７月１日(月)から５日
(金)まで児童家庭課q(866)2094

就学前のお子さんとご家族に、平
日の午前９時～正午、下記の５か所
の児童館・児童センターを開放して
います。７月の巡回訪問の日には、
午前10時から11時まで公立保育所の
保育士や子育て総合センターの職員
が楽しい遊びや育児相談を行いま
す。
なお、７月23日(火)～８月25日

(日)は夏休みのため、児童館の開放
はお休みします。

●問い合わせ 子育て総合センター
q(863)9555

ままままだだだだ児児児児童童童童手手手手当当当当をををを
受受受受けけけけてててていいいいなななないいいいかかかかたたたたへへへへ

児児児児童童童童館館館館にににに遊遊遊遊びびびびにににに来来来来ててててねねねね

高清水児童センター
広面児童館
下北手児童センター
明徳児童センター
外旭川児童センター

７月２日(火)
７月９日(火)
７月15日(月)
７月17日(水)
７月19日(金)

７月の巡回訪問日程

乳幼児通院の所得制限は？
平成14年度(平成13年中の所得)の総所得額から、社会保険料

控除一律８万円、配偶者特別控除額等を控除した額を下表と比
べ、基準額を超える場合は制度に該当しません。また、父母の
所得は合算せず、所得者一人ずつの所得額で比べます。乳幼児
以外の所得制限については、お問い合わせください。

＊扶養親族が１人増すごとに、所
得基準額に38万円が加算されます

■総所得額の確認は通知書で
Ａ　サラリーマンで市・県民税を給料から控

除されているかた…市民税・県民税特別
徴収税額通知書の「総所得金額㈰」欄の額

Ｂ　Ａ以外のかたで、市・県民税を納税通知
書で納付しているかた…市民税・県民税
納税通知書の３枚目に綴られている明細
書(所得・控除)の「総所得㈰＋㈪」欄の額

�

�

更新手続きと新規の申し込みを
問い合わせ

乳幼児、障害(児)者、母子・父子家庭の児童のために

母子・父子家庭 親親親親とととと子子子子ののののつつつつどどどどいいいい

障害福祉課老人・福祉医療担当q(866)2093



15 広報あきた　６月28日号

妊婦さんや生後28日以内の赤ち
ゃんのいるご家庭に助産師がうか
がい、ご相談に応じます。相談無
料です。お気軽にどうぞ。
●申し込み 妊婦さんは保健予防
課q(883)1174へ。出産されたかた
は、母子健康手帳の中の｢出生連絡
票｣を郵送してください。

生後８か月～９か月のお子さん
をお持ちのかたが対象です。月齢
に合った離乳食の進め方や調理法、
試食など。栄養士、保健師、歯科
衛生士の個別相談も。お子さんと
一緒に直接会場へどうぞ。
とき／７月15日(月)午前10時～正
午　ところ／市保健センター　
用意する物／筆記用具、母子健康
手帳、おしぼり　受講料／無料
●問い合わせ 保健予防課

q(883)1175

■保育所開放
０歳児から５歳児の親子が対象

です。保育所の子どもたちと一緒
に遊びましょう。時間は、午前９
時45分～11時。直接各保育所へど
うぞ。
㈰牛島＝７月９日(火) ㈪港北・保
戸野・手形第二＝７月16日(火) ㈫
川尻・川口・手形第一・寺内＝７
月23日(火)
●問い合わせ 土崎保育所

q(845)1571
■こんにちは赤ちゃんルーム
小さいお子さんをお持ちのかた、

将来のお父さん、お母さん、おじ
いちゃん、おばあちゃんが対象で
す。０歳児室で保育を体験しませ
んか。
とき／７月13日(土)午前10時～11
時　ところ／泉保育所

●問い合わせ 泉保育所
q(823)1626

■土崎みなとっこまつり
土崎保育所で行う｢みなとっこま

つり｣に参加しませんか。山車と出
店があります。先着20人。
とき／７月13日(土)午前９時～11
時40分　ところ／土崎保育所
●申し込み ７月１日(月)午前９時
から土崎保育所q(845)1571

■パンダ広場
就園前のお子さんが対象です。

みんなで楽しく遊びましょう。開
始30分前から、手作り遊具やおも
ちゃで自由に遊べます。茨島体育
館へ直接どうぞ。参加無料。
キラキラクラス(０～１歳)
７月18日(木)午前10時～11時
ピカピカクラス(２歳以上)
７月25日(木)午前10時～11時

■移動パンダ広場
東部・中央地区の就園前のお子

さんが対象です。お近くのかた、
遊びに来てください。参加無料。
とき／７月10日(水)午前10時～11
時　ところ／一つ森体育館
●問い合わせ 子育て総合センター

q(863)9555

就園前のお子さんとお母さんが
対象です。親子で楽しい音楽遊び
をします。直接会場へどうぞ。
とき／７月３日(水)午前10時～正午
ところ／北部公民館
●問い合わせ 北部公民館

q(873)4839

御野場、四ツ小屋、御所野地区
の就園前のお子さんとご家族が対
象です。みんなで楽しく遊びまし
ょう。直接会場へどうぞ。
とき／７月12日(金)午前10時～11

時30分
ところ／四ツ小屋児童センター
●問い合わせ　四ツ小屋児童セン
ターq(839)8488、四ツ小屋地区主
任児童委員の伊藤こう子さん
q(839)3891

下北手地区の３歳未満のお子さん
とご家族が対象です。直接会場へ。
とき／７月15日(月)午前10時～11
時30分
ところ／下北手児童センター
●問い合わせ 下北手地区主任児
童委員の兒玉弘子さん

q(834)7437

０歳から入園前の子どもたちと
お母さんが集まって、楽しく遊び
ます。
とき／第２・第４火曜日、午前10
時～　ところ／茨島コミセン
●問い合わせ ピュアの辻元千桂
さんq(867)1422

４歳までの未就園児と保護者の
かたが対象です。幼児向けに創作
した“すくすく音頭”を踊ったり、
縁日めぐりをして楽しみましょう。
とき／７月13日(土)午後４時30分
～６時30分　ところ／外旭川幼稚
園　参加費／無料
●申し込み　７月８日(月)までに外
旭川幼稚園q(868)3400

マタニティ用品や子ども服、お
もちゃなどを出品します。出店者
も募集しています。
とき／７月11日(木)午前10時～午
後１時　ところ／セリオンプラザ
●問い合わせ ちびっこランドの
佐藤真紀子さんq090-5353-
1069(午前９時～午後５時)

● 元気が大好き 育児コーナー

育 児
妊妊妊妊産産産産婦婦婦婦・・・・新新新新生生生生児児児児訪訪訪訪問問問問

後後後後期期期期離離離離乳乳乳乳食食食食教教教教室室室室

保保保保育育育育所所所所でででで遊遊遊遊びびびびまままませせせせんんんんかかかか

パパパパンンンンダダダダ広広広広場場場場でででで遊遊遊遊ぼぼぼぼうううう

ししししゃゃゃゃぼぼぼぼんんんんだだだだまままま広広広広場場場場

北北北北
き

・・・・らららら・・・・ららららキキキキッッッッズズズズ

ととととんんんんととととんんんんくくくくららららぶぶぶぶ

““““すすすすくくくくすすすすくくくく音音音音頭頭頭頭””””でででで夏夏夏夏ままままつつつつりりりり

子子子子どどどどもももも用用用用品品品品フフフフリリリリーーーーママママーーーーケケケケッッッットトトト

育育育育児児児児ササササーーーーククククルルルル ピピピピュュュュアアアア



BBookook
図書館の読書案内
中央図書館明徳館q(832)9220
土 崎 図 書 館q(845)0572
新 屋 図 書 館q(828)4215
※市立図書館の蔵書が、インターネ
ットで検索・予約できます。新着
図書の一覧もあります。貸出希望
図書館の指定も可。検索・予約は
無料。お気軽にご利用ください。
http://www.city.akita.akita.jp/

いのちの声

柳澤桂子/著　河出書房新社

６/28(金) ７/２(火)

●ヤートセ秋田祭にかける
●乳幼児・ぱくぱく教室
●公民館の課外授業
～土曜日の過ごし方

ABS 秋田市だより
月～金

土
午前10時25分～
午後 ３時55分～　

AKT 花時計からのたより
月～金

日
午前11時25分～
午前 ８時55分～　

AAB ハローナウあきた
月～金　午前10時55分～　　

５
分
間
番
組

７/３(水) ７/９(火)

●住民活動賞
～受賞団体の紹介　

●子育て井戸端会議
●リサイクルふれあいデー

15
分
間

放送番組の詳しい日程は、
広報課へどうぞq(866) 2034

30年あまりも原因不明の病気に悩まされ
てきた生命科学者・柳澤さんの短歌集。「短
歌は中から噴き出るものを吸い取ってくれ
た。詠うことは生きることであった」。

●６/30(日) 7：30～ ＡＢＳ けやきの街から　「秋田市の子育て支援事業」
●７/７ (日) 7：15～ ＡＫＴ 秋田市ほっと情報「障害者プランの見直し」

テロメアの帽子

森川幸人/著　新紀元社

私たちの体の中ってどうなっている
の。染色体、ＤＮＡ、塩基ってなんのこ
と。遺伝子情報全般を表す「ゲノム」の不
思議な世界を分かりやすく紹介した絵本。

ねこじまくん
堀家喜久子/作　佐藤真紀子/絵　

新日本出版社
４年２組に転校生がやってきた。サバ

のみそ煮が好きで、ネズミとりが得意で、
ビー玉みたいにでっかい目をしたねこじ
ま君。ちょっと変わった彼のこと、なん
だか苦手だと思っていたのに…。

テレビ
ガイド
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往復はがきに、希望見学日・住所・名前(１通２人まで。２人の名前を書
いてください)・年齢・電話番号を書いて、７月８日(月)(必着)まで、
〒010-8560秋田市役所市民相談室。電子メールでの申し込みは
request＠mail.city.akita.akita.jpへ。電話では受け付けません。

秋田市のリサイクルテーマ

７月18日(木)・25日(木)と き

施設見学会へ
どうぞ

秋田駅東口～総合環境センター(新焼却炉・リサイクルプラザ)～中
央地区老人福祉総合エリア(昼食)～東北製紙株式会社～秋田駅東口

定員は両日とも20人。定員を超えた場合は抽選となります。当
日の昼食は持参するか、途中の中央地区老人福祉総合エリアの
食堂をご利用ください。参加無料。

申
し
込
み

そ
の
他

西公６・西公７：キーボードでの入力ができるかた　
新図５：初心者　新図６：小学５・６年生

往復はがきに申し込み番号(１つのみ)、住所、氏名、年
齢、電話番号を記入して、７月６日(土)(当日消印有効)
まで、受講希望施設あてにお申し込みください
定員は、西公６・７が10名、新図５・６が12名。
定員を超えた場合は抽選となります

リサイクルプラザ見学の様子

●問い合わせ　市民相談室q(866)2039

両日とも午前９時～午後３時

ＩＴ講習(追加分)参加者募集
対象

申し込み

定員

西公＝西部公民館 〒010-1631新屋元町15-14 q(828)4217
新図＝新屋図書館 〒010-1632新屋大川町12-26 q(828)4215

市史編さん室q(866)2249

秋田市史「考古史料編」を刊行
秋田市史は、既刊９刊に加え、新たに「考古史料編」

を刊行しました。価格は6,000円。市内各書店、市役所地
下の売店、市史編さん室でお求めください。
考古史料編：発掘調査された遺跡を中心に写真・図など
を多用して編集。旧石器時代から縄文・弥生時代までの
221遺跡と遺物などを紹介。

問い
合わせ

コース

●無料●
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会場は八橋の市保健センター。相談無
料。申し込みは保健予防課q(883)1175
食生活相談＝肥満、高血圧、糖尿病な
どの病気のかたの食事やそのほかの食生
活について栄養士が相談に応じます。７
月８日(月)午前10時～午後３時　
成人歯科相談＝歯科衛生士が歯周病、
むし歯などの相談に応じます。７月８日
(月)午前９時30分～正午

法律、相続、サラ金などの相談に赤坂
薫弁護士が応じます。先着６人。
とき／７月15日(月)午前10時～正午　
ところ／市老人福祉センター
●申し込み ７月３日(水)午前９時から電
話で市社会福祉協議会ふれあい福祉相談
センターq(863)6006

土地、建物、金銭のもめごと、家庭内
の問題(夫婦や親子関係、相続)などの相
談に応じます。直接会場へどうぞ。
とき／７月11日(木)午前10時～午後３時
ところ／秋田簡易裁判所
●問い合わせ 秋田調停協会

q(824)3121

赤れんが郷土館は、作品入替のため、
７月１日(月)から６日(土)まで休館します。
ご了承ください。なお、次回の企画展は
「完成90周年記念～秋田の洋風建築 赤れ
んが館の意匠展」を開催します。
●問い合わせ 赤れんが郷土館

q(864)6851

佐竹史料館は次回展覧会開催準備のた
め、７月１日(月)から６日(土)まで臨時休
館します。なお、次回の企画展は、「藩
校と学舎の資料展」を開催します。
●問い合わせ 佐竹史料館q(832)7892

市中小企業スポーツ連盟では、市内の
中小企業で働いているかたで組織する軟
式野球チームを募集しています。試合は
八橋球場を会場に８月27日(火)から開催。
●申し込み ７月19日(金)まで工業労政
課q(866)2114

市保
し ほ

健所
けんじょ

の健康相談
けんこうそうだん

ザ・ブーンの期間限定健康講座

ザ・ブーンq(827)2301申し込み

市制記念イベント７月14日(日)…入館無料！
水中サッカーに挑戦午前11時～、午後２時～
水上に浮かべたゴールをめがけてシュート！

ゴールを決めたら賞品があるぞ。参加無料。

７月・８月は休まず営業 午前10時～午後７時

◎７月23日から８月25日までは午後９時まで営業
◎７月１日(月)から屋外25メートルプールが使用可

夏だ クアドームだ！

プールだ！ザ・ブーンだ！！

アクアビクスレッスン午後零時30分～
体を動かして心も体もリフレッシュ。参加無料。

ピエロのマッキー午前11時30分～、午後１時30分～
ピエロのマッキーが、館内各所で大道芸を披露します。

�

� �

�

� ��

�
�

�
�

�

�

西部工業団地好評分譲中！
交通も便利で、現在39社が進出

■分譲面積 1,000�～ ■用地価格 28,000～29,000円/�
■融資制度 中小企業用地取得資金(固定金利2.9％・10年償還、利子補給制度あり)

中小製造業設備資金 (実質金利年0.9％・７年償還)

新屋鳥木町の西部工業団地では、製造業や卸売業などの事業向け
用地を分譲しています。いまでは39社が進出し、約1,500人が働くエ
リアとなっています。
現在、９区画を分譲中。1,000平方�の小さな用地のほか、必要な
分だけの用地を購入できる分割分譲にも応じています。また、用地
の購入資金、建物・設備資金には、市の低利融資が利用できます。
秋田大橋、秋田南大橋にも近く、市街地を通らずに秋田南ＩＣや

秋田空港を利用することができる工業団地です。
「場所が狭い」「住宅地で周りに気をつかう」「交通が不便」などで新し
い事業用地をお探しのかた、増設・移転をお考えの企業は、ぜひご検討
ください。

工業労政課企業誘致担当q(866)2114問い合わせ

無料
むりょう

法律
ほうりつ

相談
そうだん

無料
むりょう

調停
ちょうてい

相談
そうだん

赤
あか

れんが郷土
きょうど

館
かん

が臨
りん

時
じ

休館
きゅうかん

佐
さ

竹
たけ

史
し

料館
りょうかん

が臨
りん

時
じ

休館
きゅうかん

中小企業野球大会
ちゅうしょうきぎょうやきゅうたいかい

の参加
さんか

チーム募集
ぼしゅう

●子ども短期水泳教室＝７月６日(土)から27日(土)までの毎週土曜日に４
回、午前10時45分～11時45分。先着20人。１回1,050円

●中高年の水中歩行教室＝７月４日(木)から25日(木)までの毎週木曜日に
４回、午前10時45分～11時45分。先着20人。１回1,050円

案 内



切手貼付)を同封し、住所、氏名、年齢、
電話番号を書いて、７月８日(月)(当日消
印有効)まで、〒010-1424 御野場五丁
目５-６　日本女子テニス連盟の藤村真
寿美さんq(839)3351

先着15人。受講無料。
とき／７月８日(月)から22日(月)までに
５回、午前10時～正午　
ところ／寺内児童センター
●申し込み ７月１日(月)から中央公
民館q(824)5377

水泳教室
30歳以上のかたが対象です。
とき／７月12日(金)から８月２日(金)ま
での毎週金曜日に４回、午前10時45
分～午後零時15分　ところ／サンラ
イフ秋田　定員／先着30人　参加
料／3,360円
●申し込み ７月２日(火)午前10時か
らサンライフ秋田q(863)1391

キンボール教室
30歳以上のかたが対象。空気を入

れた１メートルほどのボールを使っ
たゲームです。定員16人。
とき／７月10日(水)から８月７日(水)ま
での毎週水曜日に５回、午後１時30
分～３時15分　ところ／秋田テルサ
受講料／2,000円
●申し込み ７月２日(火)午前10時か
ら秋田テルサq(826)1800

16ミリ映写機認定証更新講習会
16ミリ映写機の操作認定証をお持

ちで、過去２年以内に再講習を受け
ていないかたと、認定証の再交付が
必要なかたが対象。直接会場へ。
土崎公民館=７月６日(土)午後６時

30分～　 南部公民館=７月７日(日)午
前９時～　 東部公民館=７月13日(土)
午後１時～　 中央公民館=７月13日
(土)午後２時～　 北部公民館=７月13
日(土)午後２時～　 西部公民館=７月

28日(日)午後２時～
●問い合わせ 生涯学習室

q(866)2245

消防設備士講習
講習は午前８時30分～午後５時、

文化会館で行います。講習料各7,000
円。申し込みは７月８日(月)まで県消
防設備保守協会q(835)5880
消火設備(第１～３類の甲・乙)=７月22
日(月) 警報設備(第４類の甲・乙、７類
の乙)=７月24日(水)、25日(木) 避難
設備・消火器(第５類の甲・乙、６類の
乙)=７月26日(金)

市場開放デー
外旭川の中央卸売市場で新鮮な食

料品のお買い物ができます。マグロ
の解体実演、販売もあります。
とき／７月12日(金)午前10時～午後１
時　ところ／中央卸売市場
●問い合わせ 中央卸売市場管理室

q(869)5252

人形・ぬいぐるみ供養祭
大切にしていた人形やぬいぐるみ

をお持ちください。野菜・果物産直
市やフリーマーケットも開催。
とき／６月30日(日)午後１時～(午前
10時から受け付け) ところ／JA全農
あきた(寺内大小路207-28)
●問い合わせ JA秋田葬祭センター

q0120-46-5731

夢と希望のコンサート
障害のあるかたとないかたが演奏

をとおして生きる喜びを表現します。
入場無料。直接会場へどうぞ。
とき／６月30日(日)午後１時30分～
ところ／県社会福祉会館
●問い合わせ 夢と希望のコンサート
実行委員の吉田さんq(831)1255

土崎図書館の映画鑑賞会
三国連太郎主演の「にっぽん泥棒物

語」を上映。入場無料。
とき／７月11日(木)午後２時～４時10
分　ところ／土崎図書館
●申し込み ７月２日(火)午前９時か
ら土崎図書館q(845)0572

県身体障害者体育大会
16歳以上の身体障害者手帳をおも

ちのかたなどが対象(内部障害は除
く)。陸上競技や水泳など５種目。大
会のボランティアも募集します。
とき／８月25日(日)午前10時～午後３
時30分　ところ／八橋陸上競技場、
県立総合プールほか
●申し込み ７月18日(木)まで障害福
祉課q(866)2093

県ゆうあいスポーツ大会
知的障害者(児)のスポーツ大会で

す。在宅のかたもお気軽にどうぞ。
とき／９月19日(木)午前９時～午後３
時40分　ところ／八橋陸上競技場
●申し込み ７月４日(木)まで障害福
祉課q(866)2093

講演会と温泉でリフレッシュ
家庭で要支援・要介護のかたを介

護しているご家族が対象。定員50人。
参加無料(昼食付き)。
とき／７月19日(金)午前10時30分に秋
田駅東口を送迎バスで出発
ところ／クアドームザ・ブーン　
●申し込み ７月12日(金)まで介護保
険課q(866)2069

秋田矯正展
全国の刑務所で製作された作品の

展示即売。ヤートセや土崎港囃子の
アトラクションなど。
とき／７月７日(日)午前９時～午後３
時　ところ／秋田刑務所
●問い合わせ 秋田刑務所

q(862)6584
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は
な
金
情
報

●交通事故
●法　律(市民相談室)

(新 屋 支所)
●登　記
●人権・困りごと
●各種年金・社会保険など
●遺　言
●税　務

７月17日(水)午前９時～午後３時
７月18日(木)・８月１日(木)午前９時～正午
７月11日(木)午前９時～正午
７月９日(火)午後２時～４時
７月11日(木)・25日(木)午後１時～４時
７月12日(金)午後１時～４時
７月16日(火)午前９時～正午
７月16日(火)午後１時～４時

市
民
相
談
室

し
み
ん
そ
う
だ
ん
し
つ

の
無
料
相
談

む
り
ょ
う
そ
う
だ
ん

相談場所は市役所１階の市民相談
室。法律相談は新屋支所でも。法律
相談の電話予約は７月２日(火)午前８
時30分から、各会場で受け付けます
(先着８人)。その他の相談は当日受
け付けし、順番は抽選で決めます。

●問い合わせ
市民相談室q(866)2039
新 屋支所q(888)8080

遺言相談では、公正証書遺言や自筆証書遺言、公正証書の作成などの相談に応じています。どんな相談？

ミニテニス教室
きょうしつ

水泳
すいえい

教室
きょうしつ

キンボール教室
きょうしつ

消防
しょうぼう

設
せつ

備士
び し

講習
こうしゅう

16ミリ映写
えいしゃ

機
き

更新
こうしん

講習会
こうしゅうかい

土崎
つちざき

図
と

書館
しょかん

の映
えい

画
が

鑑賞会
かんしょうかい

夢
ゆめ
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学生は除きます。のし袋などの暮
らしに役立つ実用文字の書き方を学
びます。先着20人。
とき／７月12日(金)から８月９日(金)
までの毎週金曜日に５回、午後６時
～７時30分　ところ／楢山の女性学
習センター　受講料／2,500円
●申し込み ７月３日(水)午前９時か
ら女性学習センターq(832)2191

会場は文化会館。各先着50人。受
講無料。申し込みは７月１日(月)から
生涯学習室q(866)2245
事故と刑法＝自動車事故などの刑

法上での評価について考えます。７
月13日(土)午後１時～
なぜ市町村合併が叫ばれているの

か＝市町村合併についての背景を考
えます。７月13日(土)午後３時～

秋田市日本語教室
市内に住む外国出身のかたを対象

に、日常生活に必要な初級日本語を
教えます。
とき／木曜日の午後６時30分～８時
ところ／ジョイナス　会費／月
1,000円　教材費／年3,000円
●申し込み 秋田市日本語教室の今
野さんq(831)4644(FAX兼)

パソコン操作習得コース
求職中のかたを対象にした、雇

用・能力開発機構の委託訓練です。パ
ソコンやワープロの基礎・応用など
を３日間のコースで学びます。会場
は山王アイデックスビル７階の(株)ド
ゥファイン。受講無料。受講日程な
ど 詳 し く は ( 株 ) ド ゥ フ ァ イ ン
q(867)0211へお問い合わせください。

運転ボランティア講座
普通運転免許をお持ちのかたが対

象。車椅子ごと乗せる軽自動車の運
転体験や介助など。定員10人。無料。
とき／７月16日(火)午前10時～正午
ところ／市老人福祉センター
●申し込み ７月10日(水)まで市ボ
ランティアセンターq(862)9774

国際理解講座
「ＷＴＯ（世界貿易機関）と中国経
済について」「21世紀の日中関係を
展望する」などがテーマ。受講無料。
とき／７月23日(火)午前10時～午後
３時　ところ／県市町村会館
●申し込み ７月19日(金)まで県市
町村国際文化研修所q(883)0023

楽しく覚える手話
手話を通じて、声の聞こえない人

のことやコミュニケーションの楽し
さを学びます。受講料１回500円。
とき／７月２日(火)から毎週火曜日に
10回、午後６時30分～８時30分　と
ころ／八橋の市老人福祉センター
●申し込み 全国手話通訳問題研究
会秋田支部q080(3142)0289

明徳館こんわ会のセミナー
「プレゼンテーション(表現法)の技
法」がテーマ。先着50人。無料。
とき／７月13日(土)午後２時～４時　
ところ／中央図書館明徳館
●申し込み 中央図書館明徳館内こ
んわ会の菅原さんq(832)9220

シックハウスと住宅環境セミナー
建材などに使用された化学物質が

引き起こす、シックハウス症候群に
ついて講演します。入場無料。直接
会場へどうぞ。
とき／７月６日(土)午前10時～正午
ところ／秋田テルサの多目的ホール
●問い合わせ 同セミナー実行委員
会事務局q(866)6001

中学生の美術教室
中学生が対象。７月29日(月)と30

日(火)の２日間、美術工芸短期大学附
属高等学院で開きます。受講料各
500円。申し込みは７月11日(木)まで
同高等学院q(828)4127
デッサン＝構図や明暗、鉛筆のタ

ッチなどを学びます。定員45人
コンピュータ＝プロのデザイナー

が使うソフトを使って絵を描きま
す。定員10人　 木材工芸＝木工技
術をいかして、オリジナルの卓上木
工品を作ります。定員10人　 クラ
フト＝彫金・七宝の技法でブローチ
やペンダントを作製。定員15人

男性が対象。料理の基本を学びます。
とき／７月13日(土)午前10時～正午
ところ／土崎公民館　受講料／700円
●申し込み ７月10日(水)まで土崎
公民館q(846)1133

会場は秋田テルサ。いずれも午前
10時から。各先着24人。受講料
1,700円。申し込みは７月２日(火)午
前10時から秋田テルサq(826)1800
シェフが作る冷やし中華＆ギョウ

ザ＝７月10日(水) 夏の地中海料
理いろいろ！＝７月12日(金) コ
コナッツカレー＆夏野菜の天ぷら＝
７月13日(土) 夏の巻き寿司教
室＝７月19日(金) 涼！夏の和菓
子教室＝７月24日(水) お盆の来
客！おもてなし料理＝７月26日(金)

小学生とお母さんが対象です。
とき／７月23日(火)から26日(金)まで
の４日間、午前10時～正午(最終日は
午後４時まで) ところ／八橋テニス
コート　定員／先着80人　受講料／
親2,000円、子ども1,500円
●申し込み 返信用封筒(宛先記入、
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●｢広報あきた｣は100％再生紙を使用しています。

広報あきた 編集発行■秋田市役所広報課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１ー１ q018(866)2034 秋田市ホームページ ■ http://www.city.akita.akita.jp/

広報クイズ●広報クイズは、毎月第
４金曜日号に掲載してい
ます。気ままなひとこと
をそえて、どしどしご応
募ください。

●５月のクイズの当選者は
13面に掲載しています。

分別はしっかり！ ○○類に空き缶やガス・ス
プレー缶を混ぜないで！！

７月12日は市の記念日。秋田市役所は、明治
何年に開庁したでしょう？

はがきに答えと住所、氏名
(ふりがな）、年齢、電話番
号を書いて、 ７月 1 2日
(金)(必着)まで、〒010－
8560秋田市役所広報課へ。

q(866)2034

１

２
応募方法

※答えは６月14日、28日号の｢広報あきた｣の記事中に！
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